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令
和
６
年
第
１
回
湧
水
町
議
会
定

例
会
で
池
上
滝
一
町
長
が
表
明
し
た

令
和
６
年
度
施
政
方
針
の
一
部
を
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
６
年
第
１
回
湧
水
町
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
私

の
考
え
る
今
後
１
年
間
の
施
政
方
針

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

ず
も
っ
て
、
今
年
元
日
に
発
生

し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
や
ご
家
族
も
被
災

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

夜
、
日
常
生
活
の
復
旧
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
警
察
や
自
衛
隊
、
医
療
従

事
者
や
地
元
自
治
体
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

現
在
も
過
酷
な
避
難
所
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者
の
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
地
の
１
日
も
早
い

復
旧
、
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
湧
水
町
が
誕
生
し
て
か
ら

今
月
で
19
年
目
と
な
り
来
年
は
節
目

の
年
を
迎
え
ま
す
。
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
幾

多
の
課
題
解
決
や
将
来
性
の
望
め
る

事
業
等
に
つ
い
て
そ
の
時
々
で
ご
意

見
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

町
議
会
、
各
関
係
団
体
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
時
代
の
背
景
を
考
慮
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
新
た
な
事
業
の
導
入

や
既
存
事
業
の
改
善
に
取
り
組
み
、

誰
も
が
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
町
に
発
展
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

医
療
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
も

あ
り
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
５
類
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
以
前
の

日
常
風
景
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
地
域
経
済
や
住
民
生
活
は
物

価
高
騰
等
の
影
響
で
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
で
、
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
支
援
事
業
の
検
討
を
推
し
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
国
や
県
の
事
業
と
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
暮
ら
し
や
す
さ
や
事
業
の

安
定
的
な
運
営
に
必
要
な
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
の
最
も
深
刻
な
状
況
と
し
て

は
、
皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。
特
に
生
産

年
齢
人
口
は
働
き
手
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
年
齢
層
が
大
幅
に
減
る

と
地
域
の
文
化
や
伝
統
の
継
承
、
産

業
の
衰
退
、
福
祉
の
人
材
不
足
等
に

直
面
し
、
地
域
の
活
力
が
損
な
わ
れ

る
恐
れ
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

昨
年
12
月
に
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た

２
０
５
０
年
度
の
市
町
村
別
将
来
推

計
人
口
に
よ
る
と
、
本
町
の
姿
と
し

て
人
口
が
現
状
比
、
約
半
数
の
４
、

５
０
０
人
、
高
齢
化
率
に
お
い
て
は

約
55
％
、
県
内
で
も
少
子
高
齢
化
が

顕
著
な
方
向
に
あ
り
、
０
歳
か
ら
14

歳
ま
で
の
人
口
に
お
い
て
は
、
最
も

割
合
の
少
な
い
自
治
体
に
な
る
と
の

予
想
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
基
本
と

な
る
デ
ー
タ
か
ら
、
若
い
女
性
が
30

年
間
で
半
分
以
上
減
る
自
治
体
を
将

来
消
滅
の
恐
れ
が
あ
る
と
定
義
し
て

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
試
算
に
も
注

視
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

日
本
の
状
況
に
つ
い
て
も
世
界
の

国
々
と
比
較
し
少
子
高
齢
化
率
は
世

界
一
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
国
で
も
今
後
に
お
い
て
少
子
化

財
源
を
拡
充
す
る
支
援
金
制
度
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
鹿
児
島
県
に

令
和
６
年
度

施
政
方
針
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お
い
て
も
新
年
度
予
算
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
市
町
村
応
援
交
付
金
事
業
」

の
導
入
を
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
本

町
に
お
い
て
も
独
自
の
施
策
を
確
立

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
案

で
あ
り
ま
す
の
で
、
婚
活
事
業
や
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
人
口

流
出
防
止
、
移
住
支
援
事
業
、
企
業

誘
致
等
を
継
続
発
展
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
高
齢
社
会
の
進
捗
で
高

齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
明
る
く
過
ご
せ
る
環
境
も
政
策
と

し
て
掲
げ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪

質
事
業
者
が
横
行
し
、
昨
年
県
内
で

確
認
さ
れ
た
「
う
そ
電
話
」
詐
欺
被

害
の
件
数
及
び
被
害
金
額
も
過
去
10

年
間
で
最
多
と
な
り
、
特
に
金
融
商

品
詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
が
増
加
の

傾
向
で
あ
る
と
の
公
表
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
対
策
と
し
て
、
消
費

者
問
題
に
専
門
知
識
を
持
っ
た
職
員

を
配
置
す
る
体
制
を
継
続
し
、
被
害

者
を
出
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
継
続

し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
を
支
え
る
若
い
世

代
の
定
住
が
不
可
欠
で
そ
の
対
策
に

注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
時
代
の

流
れ
と
し
て
現
実
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
若
者
減
、
人
口
減
で
あ
っ
て

も
住
み
や
す
い
町
の
状
況
を
継
続
す

る
た
め
の
政
策
も
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
今
後
に
お
い
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
向
上
を
目
的

と
し
た
、
Ｄ
Ⅹ(

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

の
活
用
も

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
人
口
減
少
に
対
す

る
施
策
を
目
指
し
な
が
ら
高
齢
者
福

祉
の
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｄ
Ⅹ
の
推
進
で
業
務
の
効
率

化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
経
費

削
減
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
喫
緊
の
課
題
解
決
へ

の
着
手
や
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
は
山
積
し
て
い
る

状
況
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
新
規
事

業
及
び
事
業
の
廃
止
や
見
直
し
に
つ

い
て
健
全
な
財
政
運
営
を
基
本
に
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
政
策
立
案
に
つ
い
て
庁
舎
内

で
も
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
の
当
初
予
算
総
額
は
、
約
76
億
８

千
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
比
で
１
億

３
千
万
円
ほ
ど
の
減
額
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
時
代
の
流
れ
に

即
し
た
新
た
な
事
業
の
創
出
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
裏
付
け
に
財
源

の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、

歳
入
増
額
対
策
や
経
費
削
減
に
知
恵

を
絞
り
な
が
ら
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
多
様
化
、
複
雑
化
、
高
度

化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

す
る
に
は
私
を
含
め
職
員
の
資
質
向

上
が
真
に
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
、

ま
た
縦
割
り
行
政
か
ら
の
脱
却
も
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
地
方
公
務
員
法
の
改

正
に
よ
り
職
員
の
定
年
が
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
高

齢
期
の
職
員
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ

た
経
験
や
知
識
を
も
と
に
最
大
限
活

躍
し
て
も
ら
う
た
め
、
本
町
が
特
に

重
点
的
に
傾
注
し
た
い
特
定
業
務
を

専
門
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
と
も
に
、
若
手
職
員
等
へ
の

指
導
・
育
成
に
も
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
職
員

の
意
識
改
革
や
向
上
心
の
た
め
の
研

修
や
他
自
治
体
と
の
交
流
事
業
も
定

期
的
に
実
施
し
な
が
ら
将
来
の
湧
水

町
の
行
政
運
営
に
適
宜
対
応
で
き
る

人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
行
財
政
運
営
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
公
金
横
領
の
返
済
に
つ
い

て
必
ず
返
済
さ
れ
る
よ
う
鋭
意
努
力

す
る
こ
と
を
始
め
、
監
査
委
員
か
ら

の
ご
指
摘
事
項
を
真
摯
に
受
け
止
め

改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
や

議
会
で
の
ご
意
見
や
ご
提
案
は
町
民

福
祉
の
向
上
に
直
結
す
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
町
政
発
展
の
た

め
職
責
を
果
た
せ
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
町
民
の
皆
様
、
議
会
議
員
各
位

の
ご
支
援
・
ご
指
導
・
ご
協
力
を
切

に
願
い
ま
し
て
、
令
和
６
年
度
の
施

政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

（
一
部
抜
粋
）

※
令
和
６
年
度
施
政
方
針
の
全
文

は
、
湧
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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令和６年度　一般会計当初予算

76億8,283万6千円
　令和６年度の当初予算は，一般会計と国民健康保険事業特別会計ほか２特別会計を合わせると 105 億
8,854 万 5 千円となりました。また，企業会計である水道事業会計の予算は７ページ『別表２』のとお
りです。

【一般会計の状況】
　一般会計は総額 76 億 8,283 万 6 千円で，令和５年度に比べ 1 億 3,236 万 2 千円（比率で約 1.7％）の
減額となりました。これは，令和５年度当初予算においては国民体育大会の実施に係る経費や吉松庁舎
の空調設備改修工事費等を計上していたことが主な要因です。
　歳出の主な増減の内容としては，「教育費」及び「総務費」が上述の理由により，それぞれ１億 3,994
万 4 千円（18.6％），9,362 万 9 千円（8.2％）の減となっています。一方，「民生費」が保育園児の給食
費無償化に係る補助金の計上や高齢者訪問給食サービス事業委託料等の増により，7,997 万 3 千円（4.8％）
の増，「消防費」が南消防署庁舎の建替えに係る経費の計上により，3,350 万 7 千円（7.8%）の増となっ
ています。その他歳出の主な内容については 8 〜 9 ページのとおりです。
　歳入については，町道整備等の財源となる「町債（町の借金）」が 2 億 4,710 万円（36.8.％）の減，
令和５年度において国民体育大会の実施に係る経費の財源であった県支出金が 6,763 万 3 千円（10.9％）
の減となったため，依存財源は 2 億 1,312 万 8 千円（4.5％）の減となりましたが，その割合は全体の
59.2％と，依然として高い状況にあります。自主財源については 8,076 万 6 千円（2.6％）の増となり，
その割合は全体の 40.8％となっていますが，この中には基金（町の預金）の取り崩しである「繰入金」
も含まれており，前年比 9,942 万 2 千円（8.8％）の増となっています。
　公金横領に伴う元職員の弁償金は 65,050 千円を計上しています。

◎当初予算総額の推移（一般会計）

※用語解説
・自 主 財 源 ：町税や使用料などのように，町が自主的に徴収・収納することができる財源。この財源

が多いほど行政活動の自主性と安定性が確保されます。
・依 存 財 源 ：地方交付税や国県支出金など，国や県の制度により町に交付される財源。国の予算や施

策に大きく影響を受けます。
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◎一般会計以外の各会計予算規模（別表２）

◎町民１人あたりの一般会計歳出予算額（別表１） ※（　）内は令和５年度

区　　分 令和６年度予算額 令和５年度予算額 増　　減　　額 増減率

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 14億2,036万5千円 14億9,353万6千円 ▲7,317万1千円 ▲4.90％

介 護 保 険 事 業 12億9,609万7千円 12億6,824万8千円 2,784万9千円 2.20％

後期高齢者医療事業 1億8,924万7千円 1億7,732万4千円 1,192万3千円 6.72％

企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的
収　入 2億168万4千円 2億644万2千円 ▲475万8千円 ▲2.30％

支　出 1億9,710万6千円 2億328万円 ▲617万4千円 ▲3.04％

資本的
収　入 2,036万6千円 1,740万円 296万6千円 17.05％

支　出 1億2,945万5千円 1億6,033万円 ▲3,087万5千円 ▲19.26％

町 民 １ 人
あ た り の
歳 出 予 算 額

民 生 費 総 務 費 土 木 費 公 債 費
高齢者の福祉増進や子育て
支援など

行政運営や地域振興，戸籍
事務など

道路や都市計画，公営住宅
の管理など

これまでの施設整備などで
借りた借金の返済

　918,890円
（915,665）

209,710円 125,265円 110,411円 108,538円
（196,064） （133,681） （109,315） （107,880）

令和６年3月31日現在
人口　8,361人

衛 生 費 教 育 費 農林水産業費 消 防 費 そ の 他
健康増進やごみ，し尿の処
理など

学校，幼稚園の管理や生涯
学習の推進など 農業，林業，畜産業の振興など 消防・救急業務など 議会運営，商工観光の振興，

災害復旧など
102,029円 73,422円 65,906円 55,245円 68,364円

（98,368） （88,321） （61,976） （50,193） （69,867）

◎歳出の目的別分類の状況（一般会計） ◎歳入の状況（一般会計）
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美しいまち」に向けた令和６年度の主な事業の概要
●子ども・子育て支援事業及び母子保健事業【健康増進課】
　新生児子育て応援給付金等の給付及び妊産婦の健診や医療相談アプリ
による相談体制の構築を行うことで，児童福祉及び母子保健の向上を図
り，誰もが安心して子どもを生み育てる社会づくりを推進します。

●農業振興負担金補助金事業【産業振興課】
　担い手・兼業農家が機械導入する際に係る経費の一部を補助するなど，
効果的な補助を行うことで，本町の農業振興及び農業経営の安定化を図
ります。

●再造林等促進事業【産業振興課】
　森林が伐期を迎え伐採が増加している中，地球温暖化対策をはじめ国
土の保全や水源涵養など森林の持つ公益的機能を維持するため，広報活
動及び助成金の交付を行い，再造林を促進します。

●畜産共進会事業【産業振興課】
　本年，熊本県で開催される九州連合ホルスタイン共進会への出品に向
けて，良質粗飼料等の配布など計画的な出品対策を講じ，本町畜産の更
なる振興を図ります。

●商工業支援事業【商工観光 PR 課】
　町内の商工業者の環境整備（事業承継，空き店舗出店，店舗リフォーム，
女性・若者・シニア起業，移動販売車導入）に係る経費の一部を助成し
経営の活性化・発展を図ります。併せて，町内の商工業全体の活性化を
図ります。

●定住促進事業【商工観光 PR 課】
　人口減少対策として，空家バンクに登録された空家のリフォーム費用
等に対する支援や，町内に新築住宅を取得（建設・購入）した転入者に
対する補助とともに，増加傾向にある危険空家の解体に対する補助を行
うことで，町民が安心して生活できる環境整備と空家・空地バンクの利
活用を推進します。

●保育所等給食等支援事業及び学校給食管理事業【健康増進課・教育総務課】
　物価高騰による保護者の負担軽減を図るため，町内の小中学校，幼稚
園及び保育園の給食費の無償化を行います。

●権利擁護事業及びこども家庭センター事業【長寿福祉課・健康増進課】
　認知症等により判断能力が十分でない方の権利を擁護し，本町で安心し
て暮らせるよう成年後見センターを設置し，社会福祉の向上を図ります。
　また，すべての妊産婦，子育て世帯，子どもへ一体的に相談支援を行う
こども家庭センターを設置し，児童福祉及び母子保健の向上を図ります。

●高齢者等介護手当・紙おむつ給付事業【長寿福祉課】
　本町において在宅介護をしている介護者に対する介護手当及び紙おむ
つ券を給付することで，介護者の負担を軽減し，福祉向上を図ります。　
　また，紙おむつ券の給付については，物価高騰によるおむつ代の値上
がり等を鑑みて，支給額の改正を行いました。

保
健
・
福
祉
の
増
進

産
業
・
地
域
の
振
興
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「人と自然が織りなす芸術のまち 心豊かで伸びゆく
令和６年度の当初予算に計上された主な内容についてご紹介します。

●各学校管理事業【教育総務課】
　小・中学校の適正な管理に努めるとともに，学校図書の更新等を行い，
学習環境の充実を図ります。
　また，令和６年度は轟小学校のバリアフリー化に係る工事や吉松中学校
の外壁改修工事を行います。

●町内の道路等維持補修及び改良舗装【建設課】
　老朽化した町道の維持補修や改良舗装工事等を行い，安全で利便性の高
い道路，交通体系の整備に努めます。

●情報通信技術等整備事業【教育総務課】
　ICT 支援員の派遣を行い，教員の自立した教育活動を側面から支援する
ことで，教員の ICT 活用能力の底上げを図ります。

●吉松駅周辺まちづくり事業【まちづくり推進課】
　吉松駅前の活性化及び交流人口の増加を図るため，吉松駅周辺まちづく
り推進基本計画に基づき，吉松駅前の広場整備を行います。

●自治体 DX 推進事業【企画財政課】
　新規のグループウェアシステムの導入により，職員の業務の効率化と
ペーパーレス化を図ります。

●環境衛生事業【住民税務課】
　地域再エネ導入計画の策定を行い，地域の再エネ目標やその実現に向け
た意欲的な脱炭素の取組を推進します。

●宅地分譲事業【企画財政課】
　上場地区宅地分譲地及び八日田地区宅地分譲地の販売促進に努め，定住
人口の増加を図るとともに，塚ノ原宅地分譲地の整備を進めていきます。

●南消防署庁舎建替事業【総務課】
　現在の南消防署庁舎が老朽化していることから，防災機能の改善を図る
ため，建替に向けて建設用地の測量設計等を進め，住民の生命・財産を守
り安全で安心して生活できるように努めます。

●医療的ケア児支援事業【教育総務課】
　町内に居住する医療的ケアを必要とされる幼児及びそのご家族の意見を
最大限に尊重し，適切な支援を行います。

●各地区の公民館施設及び集会所の整備【生涯学習課】
　各地区の公民館施設及び集会所を計画的に整備・改修し，地区公民館活
動の充実を図ります。令和６年度は幸田地区農村公園のトイレ改修や北方
地区コミュニティセンター玄関改修等を行います。

教
育
・
文
化
の
振
興

社
会
基
盤
・
生
活
環
境
の
整
備
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【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

・ 

永
田　
文
雄　
　
　

  （
老
竹
地
区
）

・ 

東
上
床　
利
幸　

     （
老
竹
地
区
）

【
青
少
年
育
成
活
動
部
門
】　

・ 

植
林　
伸
洋　
　

     （
轟
地
区
）

・ 

南　
隼
人　
　

     　
（
上
川
西
地
区
）

・ 

加
治
木　
環　
　

  　
（
鶴
丸
地
区
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
】

・ 

永
野　
敏
明　
　

 　

 （
川
添
地
区
）

・ 

平
山　
る
り
子　

 　

 （
川
添
地
区
）

・ 

福
島　
眞
理
子　
　

  （
川
添
地
区
）

【
高
齢
者
活
動
部
門
】

・ 

富
永　
千
津　
　

 　

 （
川
添
地
区
）

・ 

福
島　
鈴
子　
　

 　

 （
川
添
地
区
）

・ 

柿
木　
ミ
チ　
　
　

  （
川
添
地
区
）

【
学
級・講
座
部
門
】

・ 

古
川　
玲
子　

     　
（
上
川
西
地
区
）

・ 

藏
内　
順
子　
　

  　
（
伊
佐
市
）

【
青
少
年
表
彰　
文
化
部
門（
個
人
）】

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

・ 

内
村　
伊
織　

  (

国
分
中
央
高
３
年)

ス
イ
ー
ツ
甲
子
園

高
校
生
パ
テ
ィ
シ
エ
Ｎｏ
．１
決
定
戦

・ 

田
原　
愛
菜     （
神
村
学
園
高
３
年
） 

【
青
少
年
表
彰　
文
化
部
門（
団
体
）】

鹿
児
島
県
中
学
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
春
の
祭
典
』「
重
奏
部
の
部
」金
賞

・ 

栗
野
中
学
校
音
楽
部

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
夏
の
祭
典
』「
器
楽
合
奏
の
部
」金
賞

『
春
の
祭
典
』「
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
」・

「
重
奏
の
部
」金
賞

・ 

吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

【
青
少
年
表
彰　
ス
ポ
ー
ツ
部
門（
個
人
）】

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

・ 
坂
口　
愛
茉 　
　

    (

栗
野
小
１
年)

・ 
坂
口　
仁
琥　
　

  　
（
栗
野
小
３
年
）

・ 
吉
村　
智
希 　
　

    （
吉
松
小
４
年
）

・ 

亀
澤　
勇
映　
　

  　
（
栗
野
小
６
年
）

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

・ 

竹
ノ
上　
心
優  （
鹿
児
島
第
一
中
１
年
）

・ 

池
田　
圭
孝　
　
　

  （
栗
野
中
３
年
） 

九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

・ 

宇
都　
彪
雅　
　
　

  （
吉
松
中
１
年
）

九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス（
Ｕ-

15
）サ
ッ
カ
ー
大
会

・ 

永
山　
翔
夢　
　

  　
（
栗
野
中
２
年
）

・ 

花
堂　
剣
士　
　
　

  （
栗
野
中
３
年
）

・ 

岩
山　
遙
眞　
　
　

  （
栗
野
中
３
年
）

全
九
州
高
校

新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

・ 

古
川 

千
裕    （
鹿
児
島
実
業
高
１
年
）

・ 

崎
浜　
蘭     （
鹿
児
島
城
西
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会

・ 

二
渡　
紀
香　
　

     （
樟
南
高
１
年
）

全
九
州
高
校
総
体
剣
道
大
会

・ 

宮
園　
真
唯
子     （
錦
江
湾
高
２
年
）

全
九
州
高
等
学
校
登
山
競
技
大
会

・ 

亀
田　
侑
佳        （
加
治
木
高
３
年
）

全
九
州
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・ 

菱
刈　
嵩
琉  （
加
治
木
工
業
高
３
年
）

・ 

竹
下　
翔
也  （
加
治
木
工
業
高
３
年
）

全
九
州
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
競
技
大
会

・ 

竹
野　
い
さ
な  （
鹿
児
島
高
専
３
年
）

【
青
少
年
表
彰　
ス
ポ
ー
ツ
部
門（
団
体
）】

硬
式
少
年
野
球
夏
季
九
州
選
手
権
大
会

・ 

湧
水
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

レ
イ
ン
ボ
ー
九
州
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・ 

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

全
九
州
少
年
少
女
空
手
道
大
会

・ 

湧
水
空
手
ク
ラ
ブ

教
育
委
員
会
表
彰

（
敬
称
略
）

令和５年度　湧水町生涯学習推進大会
“ 人 ” 輝く「ふるさと湧水」の創造 ～ともに学び　活かす　生涯学習のまちづくり～

　

３
月
３
日（
日
）栗
野
中
央
公
民
館
に
て
、「
令
和
５
年
度 

湧
水
町
生
涯
学
習
推

進
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
学
級
の「
三
味
線
教
室
」の
演
奏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
盛
大
に
始

ま
り
、教
育
委
員
会
表
彰
と
し
て
、地
区
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
等
の
各
分
野
に
お
い

て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
で
公
民
館
学
級
活
動
発
表
と
し
て
、癒
し
の
ま
ち
歩
き
教
室
の
講
師

瀬
戸
口
五
紀
氏
が
史
跡
め
ぐ
り
や
自
然
散
策
な
ど
の
活
動
を
、地
区
公
民
館
活
動

発
表
と
し
て
、東
中
下
場
地
区
が
活
動
の
取
組
状
況
を
、青
少
年
活
動
発
表
で
は

鹿
児
島
第
一
高
校
一
年
生
の
佐
土
原
大
志
さ
ん
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
語
学

研
修
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、鹿
児
島
市
松
元
公
民
館
長
で
元
県
立
奄
美
図
書
館
長
の
有
村

真
由
美
氏
よ
り「
大
人
の
笑
顔
が
子
ど
も
の
笑
顔
～
読
書
の
魅
力
～
」と
題
し
、読

書
の
大
切
さ
を
自
身
の
経
験
談
を
踏
ま
え
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
、教
育
委
員
会
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
掲
載
の
と
お
り
で
す
。

特別講演
有村　真由美　氏
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　国民健康保険事業は，都道府県が財政運営の責任主体となり，安定的な財政運営や効率的な
事業確保を担い，市町村は，共同保険者として，税の賦課・徴収や資格管理，保健事業など地域に
おけるきめ細かい事業を引き続き担い業務を行なっています。
　鹿児島県の事業運営の基本となる「鹿児島県国民健康保険運営方針」では，県が事業費納付金
や事業実施に係る経費を賄うために必要な標準保険税率を設定し，目標とする収納額を確保す
ることにより，市町村国保特別会計の収支が均衡されることを原則としています。
　令和６年度については，医療費が増加傾向にあることや被保険者数の減少などの影響により，
これまでよりも一人当たりの保険税必要額が増加するものと判断されます。
　このようなことから，被保険者からの税負担等に配慮しながら，「鹿児島県国民健康保険運営
方針」に基づき，税率改正を行いました。

※記載されている金額は，全て１年間の保険税額（年税額）です。年度途中での加入や脱退の場合は月割で調整されます。

区　　　　分 令和５年度(改正前) 令和６年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から４３万円を控除した額の 　　７．６％ ↑ 　　　　８．５%
均 等 割 額 ②加入者１人あたり ３３，１００円 ↑　３６，５００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ２２，０００円 ↑　２３，９００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 ６５万円   　　　　６５万円

区　　分 令和５年度(改正前) 令和６年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から４３万円を控除した額の 　２．７％ ↑　 　　　２．８%
均 等 割 額 ②加入者１人あたり １１，６００円 ↑　１１，８００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ７，７００円 　　　７，７００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 ２２万円 ↑　 　　２４万円

区　　分 令和５年度(改正前) 令和６年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から４３万円を控除した額の ２．３％ 　　　　　２．３%
均 等 割 額 ②加入者１人あたり １１，７００円 ↑　１２，０００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ５，９００円 ↑　　６，０００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 　　１７万円 １７万円

軽減の割合 所得基準（世帯主と加入者全員の前年度の合計所得）
７ 割 軽 減 ４３万円（基礎控除額）　　　　　　　＋　１０万円×（給与所得者等の数－１）
５ 割 軽 減 ４３万円＋２９万５千円×被保険者　＋　１０万円×（給与所得者等の数－１）
２ 割 軽 減 ４３万円＋５４万５千円×被保険者　＋　１０万円×（給与所得者等の数－１）

●医療分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。

●後期高齢者支援金等分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。

●介護分　①～③の合計で，４０歳から６５歳未満の国保加入者に課税されます。

◆国民健康保険税の減額の対象となる所得基準は，令和６年４月から下記のとおりです。

　国民健康保険税は，加入者１人ひとりの前年所得に応じて計算され，世帯で合算して，世帯主（納
税義務者）に賦課されます。主に加入者の方が病気やケガをした際の医療費に充てられます。

令和６年度 国民健康保険税率等の改正について 国
保
税
改
正
の
お
知
ら
せ

問い合わせ先 栗野庁舎　住民税務課　７４－３１１１（内線 　２１４４）
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健
康
増
進
だ
よ
り

後期高齢者医療保険料率等が変わります

　後期高齢者医療保険は，７５歳以上の方または６５歳以上で障害認定を受けている方
が対象となる医療保険です。保険料は，制度を運営する鹿児島県後期高齢者医療広域連
合が被保険者の皆様の医療費の動向などを踏まえ，２年ごとに見直すこととなっていま
す。
　令和６年度から，次のように保険料が変更されますので，ご理解をお願いします。

　今回の保険料率改定を反映した令和６年度の確定保険料については，令和５年中の所得をもと
に算定し，７月に通知します。
　※４月・６月・８月分の仮徴収保険料には，今回の改定事項は反映されていません。

◎保険料率の変更について（令和６・７年度）

◎保険料の算定方法

※1　令和6年3月31日時点の被保険者は令和6年度のみ73万円。【激変緩和措置】
※2 （総所得金額等）－（基礎控除額）が58万円以下の方は令和6年度のみ10.82％【激変緩和措置】

【例】一般的な平均所得により算定した場合
令和６・７年度 令和４・５年度

均等割額 ５９，９００円 ５６，９００円
対前期 ＋３，０００円

所得割率（激変緩和措置（令和６年度のみ）） １１．７２（１０．８２）％ １０．８８％
対前期 ＋０．８４（－０．０６）％

一人当たり年間保険料額（均等割軽減後） ７３，１７６円 ６４，２０４円
対前期 ＋８，９７２円

◎所得による保険料の軽減について
　低所得者の保険料軽減措置として，世帯主と世帯内の被保険者全員の所得金額の合計額に応じて均等
割額が軽減されます。

◎被扶養者であった方の軽減措置について
　被保険者の資格を得た日の前日に被用者保険（協会けんぽ，健保組合，船員保険，共済組合など）の
被扶養者であった方は，資格取得後２年を経過する月までの間に限り，均等割額が５割軽減されます。
（所得割額は課されません。）
　※国民健康保険，国民健康保険組合は対象となりません。
　※前述の「所得による保険料の軽減」に該当する方は，軽減割合の大きい方が優先となります。

均等割額
変更前 　　 　 　変更後

56,900円　　　 59,900円

年間保険料
均等割額と

所得割額の合計
（限度額８０万円 ※1）

均等割額
59,900円

※世帯の所得等に応じて軽減
措置があります。

所得割額
（総所得金額等 ー 基礎控除額43万円）

×
１1.72％ ※2

所得割率
変更前 　　 　  変更後

10.88％　　　 11.72％

保険料賦課限度額
変更前 　　 　    変更後

 66万円　　    　 80万円

問い合わせ先 栗野庁舎　健康増進課　７４－３１１１（内線 　２１００）
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〇
期
日
：
２
月
17
日
（
土
）

　

〇
場
所
：
牧
園
ア
リ
ー
ナ

第
３
位　

き
ず
な
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

〇
期
日
：
３
月
６
日
（
水
）

　

〇
場
所
：
吉
松
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　

勝　

有
村　

三
鶴
・
有
村　

イ
ク
子

第
２
位　

西　
　

博
信
・
牧
野　

春
美

第
３
位　

西
村　

輝
美
・
西　
　

安
子

〇
期
日
：
３
月
20
日
（
水
）

〇
場
所
：
か
ご
し
ま
空
港

36
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
個
人
戦

　

優
勝　
　

西　

千
尋
（
上
場
地
区
）

令
和
５
年
度
姶
良
伊
佐
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

湧
水
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
ペ
ア

大
会

第
25
回
姶
良
地
区
市
町
対
抗

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

全
日
本
柔
道
選
手
権
に
出
場
　
吉
野 

敦
哉
さ
ん
（
鹿
児
島
刑
務
所
）

　

鹿
児
島
刑
務
所
に
勤
務
す
る
吉
野
敦
哉
さ
ん

（
刑
務
官
・
26
歳
）
が
、
３
月
３
日
（
日
）
福

岡
県
・
福
岡
武
道
館
に
て
行
わ
れ
た
九
州
柔

道
選
手
権
大
会
で
３
位
に
入
り
、
４
月
29
日

（
月
・
祝
）
に
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
る
全
日

本
柔
道
選
手
権
へ
の
出
場
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

吉
野
さ
ん
は
、
小
学
３
年
生
か
ら
柔
道
を
は

じ
め
、
鹿
屋
体
育
大
学
２
年
の
時
に
は
全
日
本

学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
１
０
０
キ
ロ
級
で
３

位
に
な
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

県
出
身
者
が
全
日
本
柔
道
選
手
権
に
九
州
代

表
と
し
て
出
場
す
る
の
は
56
年
振
り
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

吉
野
さ
ん
は
「
全
国
の
強
豪
に
気
持
ち
で
負

け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216） ゆうすいの話題
九州北清株式会社様より

ご寄附を頂きました令和６年能登半島地震災害義援金報告

３月２２日（金），宮崎県小林市に
本社を置く九州北清株式会社代表取
締役社長前野慶太氏が湧水町役場栗
野庁舎を来庁され，「子どもたちのス
ポーツ振興支援事業のために役立て
ていただきたい」と本町へ寄附をさ
れました。
ご意向に沿って，大切に活用させ
ていただきます。

　令和６年能登半島地震災害に伴う義援金のご協力を
お願いしましたところ，町民の皆さまのご理解とご協力
により，多額の義援金をお寄せ頂きました。義援金につ
いては，日本赤十字社鹿児島県支部を通して被災者の皆
さまへ届きます。衷心より感謝申し上げます。
また，義援金につきましては，引き続き社会福祉協議
会にて受け付けております。

令和６年１月１６日〜３月３１日現在
義援金額　６２０, ０９２円

ゆ
う
す
い
の

ス
ポ
ー
ツ
（
敬
称
略
）
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★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

Hello!
! ALT

グラント
・ホビー

　湧水町の皆さん，こんにちは！お元気ですか？
　私は日々楽しく過ごしています！最近では，鹿児島だけでなく九州も旅し
てきました。また，２月は鹿児島市で開催された「鹿児島ラーメン王決定

戦」に行ってきました。大会で過ごした時間は本当に楽しかったです。美味しいラーメンをた
くさん食べました。もし私の胃がとても大きかったら，もっとたくさんのラーメンを食べられ
たのになあと思いました。次回の大会も楽しみにしています。
　日本に来てから，私はラーメンやその他の日本食を楽しむようになりました。初めて来た時，
とても不安を感じた食べ物がありました。最初は生
の鶏肉（鳥刺し）を食べるのが少し怖かったのです
が，実際に食べてみて大好きになりました。生卵も
アメリカでは，普段食べることがなかったので，実
際に食べてみてとても美味しかったです。最近では
蕎麦にハマっています。とても美味しくて食べやす
いですね！蕎麦はいくら食べても足りない気がしま
す。おすすめのお蕎麦屋さんがあれば，ぜひ教えて
ください！私は日本の麺類はどれも大好きですが，
皆さんの一番好きな麺類は何ですか？

日本食を楽しむ

鹿児島ラーメン王決定戦で食べました。

湧水を守るため
森林を知ろう！ 作ろう！ 守ろう！

木を伐
き

ることは環境や私たちの生活を
守ることにつながる 
　木は育つときに二酸化炭素を吸収して蓄えて光合成をし，私たち人間や動物が生きるために欠
かせない酸素を排出します。
　その光合成は木が成長期を過ぎると，だんだんと排出する酸素の量が減ってきます。
　森林は，適切に管理して手入れをしなくてはなりません。成長した木を伐る，伐った木をさま
ざまなところで適切に使う，使った分の木を新しく植えて育てる，そして成長した木を伐ってま
た活用する・・・。元気な森林をつくり，守り続けるには，このような「森林の循環」をつくる
ことが大切です。木を植えて終わりではなく，成長した木を伐って新しい木を植える，こうした
サイクルを繰り返すことで，元気な森林を維持することができます。

木を活用することは林業の活性化とSDGｓにつながる

木
の
持
つ
温
か
い
雰
囲
気
が
活
か
さ

れ
て
い
る
　
　
　M

EC
 Industry

㈱

伐
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
の
「
森

林
の
循
環
」
が
大
切
で
す
。
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発見楽しみ工房のご案内

春のコレクション展
　コレクション展では，屋内の所蔵作品を年数回に分けて展示・公開しています。
　本展では，昨年の奄美群島日本復帰70周年を記念し，奄美群島出身の作家「重村三
雄」と「奥傳三郎」の作品を展示します。

奥　傳三郎
《ボーンズ》1996年

■会　期　開催中〜 5月19日（日）まで
■会　場　鹿児島県霧島アートの森　アートホール
＊入園料のみでご覧いただけます。
＊4/29（月）・30（火）・5/6（月）は開園

問い合わせ先　鹿児島県霧島アートの森　TEL0995-74-5945

　ゴールデンウィークは素敵な作品を作って楽しんでみませんか。
どなたでも参加できます。
■定　員　15名　■時　間　13時30分から２時間程度 
■材料費　200円（別途入園料が必要です。）
＊要事前申し込み。詳しくは霧島アートの森ホームページ等をご覧ください。

５月３日（金・祝）
「ドリッピングで
　　オリジナルバッグを作ろう」
講師：中島 眞 先生（湧水町立吉松中学校教諭）
　キャンバス生地のバッグにドリッピン
グ（絵の具をたらす技法）をしてオリジナ
ルバッグを作ります。

５月５日（日・祝）
「霧島アートの森の
　　イラストマップを描こう」
講師：竹添 星児 先生（イラストレーター）
　イラストレーターの仕事に触れ，みん
なで霧島アートの森のイラストマップを
作ります。

竹添星児展
「drop in」（2023）より
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開館時間：１０：００～１８：００
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（１２/２９～１/３）
問い合わせ先：くりの図書館　７４－１８２１

くりの図書館に行こう！
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

上場小学校大口さくらこども園

吉松幼稚園円乗寺こども園

　

３
月
１
日(

金)

の
上
場
小
学
校
の
校
外
学
習

を
か
わ
き
り
に
、大
口
さ
く
ら
こ
ど
も
園
や
吉

松
幼
稚
園
、円
乗
寺
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
た
ち

が
、図
書
館
に
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

職
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
後
、本

を
読
ん
だ
り
、貸
出
し
た
り
し
て
思
い
思
い
に

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

読書週間こどもの

ひ
ら
い
て
ワ
ク
ワ
ク

  

め
く
っ
て
ド
キ
ド
キ

こどもの日
おはなし会

５
月
５
日(

日)14
時
～

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

お
は
な
し
会
の

後
に
は
、「
カ
ブ
ト
」

を
折
り
ま
す
。

令和7年1月22日は

椋 鳩十氏
生誕120周年
図
書
館
中
央
に
て

　
関
連
書
籍
展
示
中
！ Muku Hatoju
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・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、

    

毎
月
10
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
短
　
　
歌

被
災
地
に
住
む
人
々
に
少
し
で
も

　

力
に
な
り
た
い
思
い
を
募
金
へ　
　

内
村　

美
代
子

「
寛か

ん
し
ろ
う

志
郎
〜
」
北
風
小
僧
の
寒
太
郎
を

　

エ
ア
コ
ン
の
中
パ
パ
の
名
で
唄
う　

福
田　

三
四
五

大
晦
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
る
除
夜
の
鐘

　

良
き
も
悪
し
き
も
我
が
成
せ
し
事　

林　

静
子

寒
の
朝
竹
中
池
は
霧
の
海

　

静
寂
の
中
鳴
く
鳥
の
声　
　
　
　
　

竹
中　

セ
ツ
子

強
き
寒か

ん

休
耕
田
は
眞
白
に

　

キ
ラ
キ
ラ
光
り
湯
気
立
ち
の
ぼ
る　

中
村　

綾
子　
　
　
　

夢
に
見
し
母
は
若
く
て
優
し
く
て

　

母
の
ゆ
き
た
る
年
と
な
り
た
り　
　

坂
元　

美
子

爛
漫
の
今
を
尾
長
ら
は
啄つ

い

ば
む
る

　

廻
る
季
の
中
命
活
き
活
き　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

避
難
先
余
震
も
続
き
不
安
の
夜

　

夢
も
抱
け
ず
寒
き
身
な
ら
ん　
　
　

今
西　

麗
子

弥
生
日
嫁
の
正
月
命
日
が

　

早
す
ぎ
る
旅
立
香
を
炊
き
祈
る　
　

城　

千
鶴
子

夢
の
や
ふ
な
事
言
ふ
な
と
咎と

が

め
る
夫

　

あ
れ
あ
れ
何
処
ど
こ
に
や
っ
た
の
と
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
木　

志
津
代

　
俳
　
　
句

春
め
く
や
大
根
花
の
さ
き
ほ
こ
り　
　

本
村　

房
子

ス
ミ
レ
色
母
の
右
袖
独ひ

と

り
占
め　
　
　

西
園　

ら
ん
子

　

薩
摩
狂
句 　
（
唱
）
福
田　

三
四
五  

デ
イ
通が

え
が
夢
を
持
た
す
っ
「
百ひ

ゃ
っ歳
ず
や
！
」
ち　

 

　
（
唱
）
笑
顔
で
会お

と
が
長
生
っ
の
鍵

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が

ん

ぶ

い

入
歯

次つ

ぎ
ゃ
花は

な
ん見
暦こ

よ
ん

に
丸
を
回ま

え
っ
待
っ

　
（
唱
）
コ
ッ
プ
と
焼ビ

ン酎
な
早は

や
ば
や々

準し

こ備
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ

っ

ち
ゃ
ん　

あ
や
ど
け
け　

一ひ
し
て日
て
一い

っ
ど度
は
尋た

ん

ね
か
た

　
（
唱
）
あ
ん
ほ
ら
・
・
・
ち
後の

ち
ゃ
名
も
け
忘
れ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

問い合わせ先 栗野中央公民館　７４−４３１３　

公民館学級 『大正琴』活動紹介

大正琴を弾いてみませんか
●開催日時　毎月第１・３金曜日
　　　　　　9：00～11：00
●開催場所　栗野中央公民館

●講　　師　手
て い し が た

石方　良
よ し え

江 先生
●現在4名で活動中。
●受講を希望される方は，栗野・吉松中央公民館まで

 

こ
っ
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・戸籍証明書等の広域交付
町外の戸籍謄本・除籍謄本・改製原戸籍謄本を請求できるようになりました。

・戸籍届出時に戸籍証明書等の添付不要
婚姻届や転籍届などの届出時に戸籍証明書等の添付が不要になりました。

・戸籍の広域交付で本人が請求できる範囲
・夫又は妻（配偶者）　　　　　　　　　　　　
・父母・祖父母など（直系尊属）
・子・孫（直系卑属）　
※郵送や代理人による請求はできません。

・窓口にお越しになる人の本人確認
　有効期限内の運転免許証・パスポート・マイナンバーカード等，官公署発行の顔写真付き証明書を
窓口にお持ちください。
※本人確認を厳格に行うため，健康保険証，年金手帳などの本人確認資料では請求できません。

令和６年３月１日から、戸籍法の一部を改正する法律（令和元年法
律第１７号）が施行され、以下のことができるようになりました。

母 父

配偶者 きょうだい

子

孫

本人
×

問い合わせ先 栗野庁舎　住民税務課　７４－３１１１（内線　２１００）

　いつも湧水町総合交流施設「いきいきセンターくりの郷」をご利用いただき，誠にありがとうござい
ます。
　総合交流施設は，皆様に満足頂けるよう入浴料金等の維持に努めて参りましたが，施設の経年劣化
による修繕や燃料費等の高騰により，従来の運営が困難な状況となり，令和６年７月１日から，次のと
おり入浴料金等の改定をさせていただくこととしました。
　ご利用の皆様には，大変，ご不便をおかけいたしますが，ご理解くださいますようお願い申し上げます。

◯温泉ゆっくりランドの入浴料金　
区　　　　　分 ７月１日から 改定前

一般浴室 1人1回入浴料
大人(中学生以上) ３６０円 ３２０円
小人(小　学　生) １５０円 １３０円

※入浴回数券及びトレーニングルーム回数券の販売は，令和６年３月３１日をもって終了しました。
※既に購入された回数券は，そのまま使用できます。

◯総合交流施設の休館日
７月１日から 改定前

毎週月曜日及び１月１日 毎月第３月曜日及び１月１日
(第３月曜日が祝日の場合は翌日)

　今後とも，より一層のサービス向上に努めて参りますので，何卒ご理解のほどをお願い申し上げ，引
き続きご利用くださいますよう，職員一同心よりお待ちいたしております。

湧水町総合交流施設「いきいきセンターくりの郷」
入浴料金等の改定について

問い合わせ先 いきいきセンターくりの郷　７４－１８１１



[ 課長級 ]　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　   

新 旧 氏       名

企 画 財 政 課 長 住 民 税 務 課 長 大 薄 　 慎 一

住 民 税 務 課 長 住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 固 定 資 産 税 係 長 境 田 　 光 明

産 業 振 興 課 長 企 画 財 政 課 長 藤 垣 　 勇 治

吉 松 支 所 長
兼 地 域 総 務 課 長

会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 上水流　英俊

会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長

健 康 増 進 課 長 補 佐
兼 子 育 て 世 代 包 括
支 援 セ ン タ ー 長
兼 健 や か 推 進 室 長
（ 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
特別支援学校推進室併任）

本 村 　 初 美

水 道 課 長 吉 松 支 所 長
兼 地 域 総 務 課 長 田 底 　 博 之

[ 課長補佐級 ]　

新 旧 氏       名

企 画 財 政 課 　 監 理 官 水 道 課 長 田 底 　 敏 郎

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 　 監 理 官 産 業 振 興 課 長 藤 垣 　 喜 広

住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 固 定 資 産 税 係 長

教 育 委 員 会 教 育
総 務 課 長 補 佐
兼 特 別 支 援 学 校 推 進 室 長
兼 教 育 総 務 係 長

桐 野 　 博 文

住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 環 境 衛 生 係 長

地 域 総 務 課
　地域総務係長
　兼住民税務課吉松庁舎駐在
　兼健康増進課吉松庁舎駐在
　兼会計課吉松庁舎駐在
（選挙管理委員会書記併任）

畠中　淳一郎

長 寿 福 祉 課 長 補 佐
兼 社 会 福 祉 係 長

教 育 委 員 会 生 涯
学 習 課 長 補 佐
兼 く り の 図 書 館 長 補 佐
兼 奉 仕 係 長
兼 生 涯 ス ポ ー ツ 係 長

植 林 　 能 央

健 康 増 進 課 長 補 佐
兼 健 や か 推 進 室 長 長寿福祉課　介護保険係長 亀 田 　 明 子

地 域 総 務 課 長 補 佐
兼 地 域 総 務 係 長
兼住民税務課吉松庁舎駐在
兼健康増進課吉松庁舎駐在
兼 会 計 課 吉 松 庁 舎 駐 在
（選挙管理委員会書記併任）

企 画 財 政 課 　 管 財 係 長 深 草 　 誠

教 育 委 員 会 教 育
総 務 課 長 補 佐
兼 学 校 教 育 係 長

教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
学 校 教 育 係 長 坂 口 　 愛 子

教 育 委 員 会 生 涯
学 習 課 長 補 佐

住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 環 境 衛 生 係 長 山 口 　 博 仁

教 育 委 員 会 生 涯
学 習 課 長 補 佐
兼 く り の 図 書 館 長 補 佐
兼 生 涯 ス ポ ー ツ 係 長

総 務 課 長 補 佐
兼 国 体 準 備 室 長 畠 中 　 健 一

長 寿 福 祉 課
　主幹
　兼長寿福祉係長
　兼包括支援センター吉松分室係長

健 康 増 進 課
　主幹
　兼総合交流施設係長

新 屋 　 英 樹

水 道 課
　主幹
　兼庶務係長

健 康 増 進 課
　主幹
　子育て支援係長
　兼健やか推進係長

川 口 　 真 一

企 画 財 政 課 　 主 幹 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課
　主幹 宮 田 　 慎 二

健 康 増 進 課 　 主 幹
長 寿 福 祉 課
　主幹
（吉松庁舎駐在）

前 田 　 一 志

[ 係長級 ]　　　　　　　　　　　　　　　　   　   

新 旧 氏       名

総 務 課 　 消 防 係 長 総 務 課 　 　 　 主 査 吉 田 　 和 希

長寿福祉課　介護保険係長 健 康 増 進 課 　 主 査 亀 澤 　 大 樹

長寿福祉課　包括支援係長 健康増進課　母子保健係長 田 底 　 福 代

健 康 増 進 課
健 や か 推 進 係 長

ま ち づ く り 推 進 課
　都市計画係長
　兼電子入札係長

野 本 　 正 仁

健 康 増 進 課
子 育 て 支 援 係 長 健 康 増 進 課 　 主 査 木 場 　 直 美

産業振興課　農村振興係長 建 設 課 　 農 村 整 備 係 長 新 園 　 裕 也

建 設 課 　 農 村 整 備 係 長 産業振興課　農村振興係長 田 原 　 芳 人

総 務 課 　 　 主 幹
（県市町村振興協会派遣）

長 寿 福 祉 課
　長寿福祉係長
　兼包括支援センター吉松分室係長

深瀨　奈理子

[ 係員 ]　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 

新 旧 氏       名

企 画 財 政 課 　 　 　 主 査 商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 　 主 査 田 中 　 祐 馬

健 康 増 進 課 　 　 　 主 査 総 務 課 　 　 　 　 　 主 査 牧 野 　 真 人

健 康 増 進 課　　　　 主 査 議 会 事 務 局 　 　 　 書 記
（ 監 査 委 員 書 記 併 任 ） 若 松 　 紀 恵

ま ち づ く り 推 進 課 　 主 査 建 設 課 　 　 　 主 査 肱 岡 　 直 樹

総 務 課 　 　 　 　 　 主 任 健 康 増 進 課 　 主 任 牧野田　大騎

商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 　 主 事 住 民 税 務 課 　 主 事 補 田 代 　 早 希

建 設 課 　 　 　 　 　 主 事 産 業 振 興 課 　 主 事 上新原　玲旺
教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課
　主事 住 民 税 務 課 　 主 事 山 下 　 愛 菜

議 会 事 務 局 　 　 　 書 記
（ 監 査 委 員 書 記 併 任 ） 企 画 財 政 課 　 主 事 笹峯　あかり

企 画 財 政 課 　 主 事 補 産 業 振 興 課 　 主 事 補 祝 田 　 彪 磨

[ 新規採用 ]　　　　　　　　　　　　　　　   　 　      

発令事項 新 氏       名

新 規 採 用 長 寿 福 祉 課 　 主 査 武 田 　 晋 作

新 規 採 用 健 康 増 進 課 　 主 査 基 　 敬 士 郎

新 規 採 用 産 業 振 興 課 　 主 査 清 水 　 健 司

新 規 採 用 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課
　主査 猪 俣 　 武 志

新 規 採 用 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課
　主査 有 木 　 彩

新 規 採 用 住 民 税 務 課 　 　 　 主 任 山之口　将史

新 規 採 用 商 工 観 光 Ｐ Ｒ 課 　 主 事 下 田 　 瑞 貴

新 規 採 用 企 画 財 政 課 　 主 事 補 坊 野 　 光 陽

新 規 採 用 産 業 振 興 課 　 主 事 補 田 畑 　 健 太

新 規 採 用 建 設 課 　 　 　 主 事 補 坂 元 　 優 太

※課内異動者及び兼務異動者等は省略

湧水町職員異動表
令和6年4月1日付
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3
月
1
日（
金
）

・小
国
町
お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
所
開
所
式

3
月
3
日（
日
）

・町
消
防
団
春
季
訓
練

・町
生
涯
学
習
推
進
大
会

3
月
4
日（
月
）

・議
会
定
例
会
本
会
議

3
月
5
日（
火
）

・ゆ
う
す
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
最
終
審
査

・鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

3
月
6
日（
水
）

・町
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

3
月
7
日（
木
）

・議
会
定
例
会
本
会
議

・議
員
全
員
協
議
会

3
月
8
日（
金
）

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
定
例
会

3
月
10
日（
日
）

・
轟
地
区
利
活
用
検
討
成
果

報
告
会

3
月
11
日（
月
）

・
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会

・川
内
川
流
域
治
水
協
議
会

3
月
12
日（
火
）

・栗
野
中
学
校
卒
業
式

・栗
野
土
地
改
良
区
総
代
会

3
月
13
日（
水
）

・議
会
定
例
会
本
会
議

3
月
14
日（
木
）

・1
0
0
歳
到
達
者
訪
問

・下
場
土
地
区
画
整
理
事
業
審

議
会

・
川
内
川
河
川
事
務
所
長・
菱

刈
出
張
所
長
来
庁

3
月
15
日（
金
）

・区
長
会

・か
ご
し
ま
国
体
町
実
行
委
員

会
解
散
総
会

・
姶
良・
伊
佐
地
域
振
興
局
建

設
部
長
来
庁

・区
長
会
交
流
会

3
月
16
日（
土
）

・二
ツ
葉
認
定
こ
ど
も
園
卒
園
式

3
月
17
日（
日
）

・長
谷
地
区
決
算
総
会

3
月
19
日（
火
）

・吉
松
幼
稚
園
卒
園
式

・町
医
師
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
会

3
月
20
日（
水
）

・勝
栗
神
社
拝
殿・幣
殿
起
工
式

3
月
21
日（
木
）

・か
ご
し
ま
国
体
県
実
行
委
員

会
解
散
総
会

・町
消
防
団
幹
部
会

3
月
22
日（
金
）

・吉
松
小
学
校
卒
業
式

・町
地
熱
発
電
事
業
連
絡
会

・九
州
北
清
㈱
役
員
来
庁

3
月
23
日（
土
）

・円
乗
寺
こ
ど
も
園
卒
園
式

3
月
25
日（
月
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議（
一
般

質
問
）

3
月
26
日（
火
）

・議
会
運
営
委
員
会

・県
町
村
会
理
事
会

3
月
27
日（
水
）

・
県
市
町
村
職
員
互
助
会
評

議
員
会

・県
過
疎
地
域
協
議
会
総
会

・県
町
村
会
臨
時
総
会

・
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議

会
総
会

・地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制

度
説
明
会

・
伊
藤
祐
一
郎
元
県
知
事「
旭

日
重
光
章
」を
祝
う
会

3
月
28
日（
木
）

・
川
内
川
河
川
事
務
所
長
転

任
あ
い
さ
つ
来
庁

・鹿
児
島
刑
務
所
長
転
任
あ
い

さ
つ
来
庁

・県
文
化
振
興
財
団
理
事
会

・
姶
良・
伊
佐
地
域
農
業
農
村

整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会

3
月
29
日（
金
）

・議
会
定
例
会
最
終
本
会
議

町
長
動
静
　
　
　
　(

3
月
1
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

赤あ
か
つ
か塚　

花は
の
ん音　
　

  

佑
大　

 

新
替
団
地　

岩い
わ
も
と元　

凌り
ょ
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水
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福
祉
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議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
（毎月固定）

時間　９：００から１５：００まで
　　　（受付／１４：３０まで）
場所　姶良地区歯科医師会
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５－５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  8,361人（−   60人, −174人）

  男      3,956人（−   30人, −   61人）

  女      4,405人（−   30人, −113人）

世帯数  4,600戸（−   15戸,  −   22戸）

　転入　　 57人
　転出　   97人
　出生　　  3人
　死亡　　 21人

令和６年３月末現在

真
中
馬
場
の
越
ケ
谷　

孝
美
さ
ん
か
ら

（
育
美
さ
ん
死
去
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山
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）

二
渡
の
藤
田　

芳
仁
さ
ん
か
ら

（
則
幸
さ
ん
死
去
）

日曜・祝日在宅医（薬局）（４月・５月）
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81　
　

大
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（
令
和
６
年
３
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み
欄

の
掲
載
が
必
要
な
方
は
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4月21日
（日）

春田医院　　　　76-0053

4月28日
（日）

伊東内科クリニック　72-9088
タイガー薬局　　64-6700

4月29日
（月）

林内科医院　　　75-2047
ピアノ薬局　　　75-4526

5月3日
（金）

田代医院　　　　74-2075
アクア薬局　　　74-1078

5月4日
（土）

霧島桜ヶ丘病院　78-3135
さくらの杜薬局　78-8282

5月5日
（日）

林内科　　　　　72-1818
サン調剤薬局　　72-1800

5月12日
（日）

大庭医院　　　　76-1984
寺脇薬局　　　　76-2008

5月19日
（日）

前田医院　　　　74-5001

※都合により変更になる場合がありますので，ご連絡の上，受診してください。



く り の 図 書 館 コ ー ナ ー

開館時間 10：00〜18：00
【休館日】毎週月曜日・第 4 木曜日，祝日

（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理期間

公 民 館 コ ー ナ ー
栗野中央公民館 古布創作教室

４月 12 日～５月 10 日
吉松中央公民館 絵手紙教室

発行／湧水町役場 栗野庁舎 商工観光PR課　連絡先　〒899−6292　鹿児島県姶良郡湧水町木場222番地　TEL 0995−74−3111 FAX 0995−74−4249

日 月 火 水 木 金 土
4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 4/20

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

年金相談
10：00 ～ 15：00
栗野庁舎別館2
1階小会議室

【要予約】

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

4/21 4/22 4/23 4/24 4/25 4/26 4/27
休館日

母子健康手帳交付
（10：00 ～ 11：00）
【要予約】

資源ごみ収集日
(上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

館内整理日
（休館）

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4
昭和の日

休館日

母子健康手帳交付
（10：00 ～ 11：00）
【要予約】
セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

粗大ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

憲法記念日

休館日

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

みどりの日

休館日

5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11
こどもの日

祝日開館

振替休日

休館日

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

5/12 5/13 5/14 5/15 5/16 5/17 5/18
セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

休館日

セット健診（受付
7:30 ～ 9：30 ）

資源ごみ収集日
(上場・老竹・長谷・西
下場・東中下場地区）

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 

温 泉 営 業 時 間 10：00 ～ 21：30（最終受付は 21：00）

休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）

町 民 ホ ー ル 各地区公民館　各地区子ども会活動パネル展　4 月 1 日〜 4 月 28 日

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保 栗保 栗保 栗保

吉保

吉保 吉保


